
日医発第 2464号（保険） 

令 和 ５年 ３ 月 ３ １ 日 

 

 

都道府県医師会 

社会保険担当理事 殿 

 

日本医師会常任理事 

長 島 公 之 

（公印省略） 

 

 

 

厚生労働省「疑義解釈資料の送付について（その 45）」の送付について 

 

 

令和４年度診療報酬改定に関する情報等につきましては、令和４年３月４日付け（保 305）「令

和４年度診療報酬改定に係る省令、告示、通知のご案内について」等により、逐次ご連絡申し上

げているところであります。 

今般、厚生労働省より、令和４年度診療報酬改定に関するＱ＆Ａ「疑義解釈資料の送付

について（その 45）」が発出されましたので、取り急ぎご連絡申し上げます。 

なお、令和５年３月 30 日付け（日医発第 2447 号（健Ⅱ）（保険））「院内感染対策サ

ーベイランス事業（JANIS）に係る医療機関の参加要件について（その２）」においてご

連絡申し上げておりますとおり、院内感染対策サーベイランス事業（JANIS）における登

録抹消要件に該当する医療機関については、令和５年４月 17 日９時までにデータの入力

を行うことで、登録が継続される取扱いとなっておりますが、登録が抹消された場合には

速やかにサーベイランス強化加算の届出を取り下げていただく必要がございますので、ご

留意いただくようお願い申し上げます。 

つきましては、貴会会員への周知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

【添付資料】 

疑義解釈資料の送付について（その 45） 

（令 5.3.30 事務連絡 厚生労働省保険局医療課） 

 



                  事  務  連  絡 

令和５年３月 30 日 

 

 

 

地 方 厚 生 ( 支 ) 局 医 療 課  

都道府県民生主管部（局） 

国民健康保険主管課（部）    御中 

都道府県後期高齢者医療主管部（局） 

後期高齢者医療主管課 ( 部 ) 

 

 

厚生労働省保険局医療課  

 

 

疑義解釈資料の送付について（その 45） 

 

 

診療報酬の算定方法の一部を改正する件（令和４年厚生労働省告示第 54 号）

等については、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項に

ついて」（令和４年３月４日保医発 0304 第１号）等により、令和４年４月１

日より実施することとしているところであるが、今般、その取扱いに係る疑

義解釈資料を別添のとおり取りまとめたので、本事務連絡を確認の上、適切

に運用いただくようお願いします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             



（別添） 
医科診療報酬点数表関係 

 
 
【サーベイランス強化加算】 

問１ 区分番号「Ａ０００」初診料の注 13、区分番号「Ａ００１」再診料

の注 17 及び区分番号「Ａ２３４－２」感染対策向上加算の注４に規

定するサーベイランス強化加算について、「疑義解釈資料の送付につい

て（その８）」（令和４年５月 13 日事務連絡）において、「保険医療機

関が新たにＪＡＮＩＳ又はＪ－ＳＩＰＨＥに参加する場合、令和５年

３月 31 日までの間に限り、ＪＡＮＩＳ又はＪ－ＳＩＰＨＥの参加申込

書を窓口に提出した時点から当該要件を満たすものとして差し支えな

い。」とされているが、令和５年４月１日以降に保険医療機関が新たに

ＪＡＮＩＳ又はＪ－ＳＩＰＨＥに参加する場合及びＪＡＮＩＳ又はＪ

－ＳＩＰＨＥから一度脱退した医療機関が再び参加する場合につい

て、どのように考えればよいか。 

（答）令和５年４月１日以降に保険医療機関が新たにＪＡＮＩＳ又はＪ－

ＳＩＰＨＥに参加し、当該加算の施設基準の届出を行う場合、ＪＡＮ

ＩＳ又はＪ－ＳＩＰＨＥにデータを提出していることを示す書類（デ

ータ提出状況を含む参加登録証明書等）を添付すること。 

また、データ提出がないことにより参加登録を抹消されるなど、Ｊ

ＡＮＩＳ又はＪ－ＳＩＰＨＥから一度脱退した医療機関については、

脱退した時点で速やかにサーベイランス強化加算の届出を取り下げ

る必要があり、その後再びＪＡＮＩＳ又はＪ－ＳＩＰＨＥに参加し、

サーベイランス強化加算の施設基準の届出を行う際には、ＪＡＮＩＳ

又はＪ－ＳＩＰＨＥにデータを提出していることを示す書類を添付

すること。 



 
【注射薬】 

問２ ロイコボリン注 3mg の出荷停止に伴い、関係学会から、他剤で代替

ができない患者に対しては、レボホリナートカルシウムを使用するよ

う周知されているが、これに従った場合において、代替薬の有無等を

考慮の上、診療報酬明細書の摘要欄に投与の理由を記載することによ

り、個々の症例ごとの医学的判断に基づき算定の可否が判断されるの

か。   

（答）そのとおり。 


